
2022年を振り返る
BY DOULASHIP JAPAN 代表

対面のイベントが再開されることが

多くなりましたが、働き方や人との

かかわりに関して、大きく変わった

と感じられた2022年ではなかったで
しょうか。

日本では、2021年の出生数が81万人
あまり、2022年は国の統計開始以来
初めて80万人を下回ると予想されて
おり*1*2、少子化が加速していま
す。

一方、産む方については、初産年齢

の平均は30.7歳*3。助産師が単独で
扱える出産年齢が35歳未満というこ
とを考えると、産科医師のもとで産

まざるを得ない方が増えています。

また、産む方の年齢や条件に関わら

ず、「産める場所がそもそも近くに

ない」という声も多く聞きます。

少なくなるお産。それなのに産む選

択肢が限られている。そんなシステ

ムを改善し、すべてのお産がその人

にとってエンパワメントになるよ

う、社会全体で守られるべきでしょ

う。ドゥーラとして、産む人の声を

聴き、助産師の声を聴き、産科の現

場の声を聴き、それらをつなげる輪

の一部として、強く、前向きに活動

するために、ますます仲間どうしの

つながり・理解・高めあいが大切だ

と感じています。

*1 日本総研
（https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/fi
le/report/research/pdf/13793.pdf）
*2　NHK
（https://www3.nhk.or.jp/news/html/2
0221126/k10013903861000.html）
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寄付のお願い

皆様のサポートをいた

だき今後一層努力して

まいりますのでどうぞ

ご協力お願いします。

寄付先：

paypal.me/doulashi
pjapan
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ドゥーラの語源は

women’s servant
　　　医療者の弱点

(上から目線
になりやすい、

押しつけのケアを

しやすい、強がる)
を補う存在




福澤利江子先生（「出産の公
平性を考える」講座より）

2022年を振り返る...
（続き）
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2022年の年明けは、DSJメンバーが関
わった「性暴力サバイバーが出産する

とき」のシンポジウムが開かれ、年末

にはその翻訳書が発売になりました。

また2022年9，10月に行った「出産の
公平性を考える」3回講座では、人権と
して出産が守られるべきこと、性暴力

被害とトラウマケアついて、そして在

日外国人が日本で出産することについ

て、専門家のお話を伺いました。少な

くなる出産の中でも、いろいろな課題

があり、ますます広いステークホルダ

ーとの連携が必要だと感じます。

DSJでは、ドゥーラ掲示板に登録して
いるドゥーラたちに、登録のメリット

は何か聞いてみました。すると、

「他のドゥーラとつながれたこと」

「遠く離れていても仲間がいるという

励みになった」

という、「つながり」に関して役立っ

ているという声が多く寄せられまし

た。

希望ある出産とその後の人生を応援し

たい、と集まってくれたドゥーラたち

のハブとなれるよう、

　⚙ドゥーラと産む人、

　⚙ドゥーラ同士、

　⚙ドゥーラとバースワーカー、

　⚙ドゥーラと社会、

をつなげていけるよう、2023年も活動
していきたいと思います。

いつも応援ありがとうございます。

*3　厚生労働省
（https://www.mhlw.go.jp/toukei/sa
ikin/hw/jinkou/tokusyu/syussyo07/
dl/gaikyou.pdf）

宇津澤紀子

【ドゥーラ掲示板登録してよかったこと】
★つながる・仲間がいる
★自身の広報の一助となる
★信頼度が上がる・自身の意識向上
★ドゥーラを知ってもらう機会になる
★講座の割引

「暴力の世代伝達を
断ち切るためには周
産期において女性と
子どもを守ることが

キーポイント」

長江美代子先生（「出
産の公平性を考える」

講座より）



An interview

with Jonathan

Hames, the

world's most

innovative

person.

翻訳刊行記念シンポジウム
「性暴力サバイバーが出産するとき：求
められるケアとは
2022年1月　　2日間のべ参加人数277人

昨年に続き、今年も世界ドゥーラ週間に参加。

Youtubeライブにて、ドゥーラと一緒に産んだ方の
実際の声を届けました。テーマは、帝王切開、水中

出産、外国でのお産、日本で外国人が出産する時、

コロナ禍でのバーチャル付き添いなど。

また、「UMIのいえ」さんと福澤利江子さんのご協
力により、「A Doula Story」のオンライン上映会も
行いました。

今回は登録ドゥーラの方に多くご協力いただきまし

た。一緒にイベントをするのが楽しかったと言って

いただき本当に嬉しいです！

SACRED SPACEの創り方
2月　　　参加人数7人

20-30代の低所得者層などで孤独を感じる割合が高
い傾向があること。また、孤立の観点では調査の半
数の方々が社会活動など人との交流につながるなん
らかのアクティビティにかかわっていないというこ
とで、『孤独』を感じているそうです。

DSJも、この官民連携による支援にドゥーラスピリ
ットで寄り添いたいと思っての初参加でした。分野
を超えて相談を受け、支援拠点や支援機関におつな
ぎするまでの伴走、ということで全国様々な組織の
活動を知ることができました。

今後も機会があれば継続して協力し、支援の必要な
妊娠中の方などの相談があれば、地域のドゥーラ、
助産師、支援組織とつなげていきたいと思っていま
す。

孤独・孤立相談ダイヤルへの参加

会場とオンラインとのハイブ

リッド開催で、名古屋と静岡

の2か所で行われました。

翻訳書の内容をご紹介したあ

と、助産の実践の場から、性

暴力被害者支援看護職

（SANE）の支援活動からの
ご講演をいただきました。
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こんなことあったよ2022年
WORLD DOULA WEEK
３月22～28日　　協力ドゥーラ　7人
出演してくれたドゥーラと産んだ方　7人
Youtube動画再生数　592回

医師、助産師、看護師、精神科関係者、地域支援

者、メディアの方など幅広い分野の方にご参加いた

だき、この内容についてもっと広く知られれなけれ

ばいけないという感想を多数いただきました。

2022年12月

内閣官房に所属す

る、孤独・孤立対

策担当室が実施し

た、孤独・孤立相

談ホットラインに

DSJの木村、宇津
澤が相談員として

協力・参加しまし

た。



SNEAK PEEK 2023

ドゥーラ同士のぶっちゃけつながりの場。ドゥ

ーラならではの話題で毎回盛り上がっていま

す！エンパワメント・インスパイアされること

お約束♪　みなさんとツ・ナ・ガ・ルのを楽しみ
にしています

DSJ事務局：
office@doulahipjapan.org

発行元：

一般社団法人 Doulaship Japan
 https://www.doulashipjapan.org/

ドゥーラ相談室



＜説明＞
出産ドゥーラとして活動を考えている方、活
動を始めて悩んでいる方など、出産ドゥーラ
のための相談の場です。
こんなことがあって話したい、はじめてのケ
ースでどうしたらいいか、他の人はどうして
いるのか、など
ドゥーラならではの相談ごとにドゥーラシッ
プのスタッフが1対1で耳を傾けます。
基本ZOOMを利用しますが、その他の手段を
ご希望の方はお伝えください。

＜ご利用方法＞
こちらのフォームからお申込みください。
https://forms.gle/YERho5DbZ5eAX7VW9

ご希望内容に基づいてDSJから折り返し担当
と相談日時についてご連絡します。

＜ご利用料金＞
30分　指名なし　一般：￥600　登録ドゥーラ：￥500
30分　指名あり　一般：￥800　登録ドゥーラ：￥640
1時間　指名なし　一般：￥1000　登録ドゥーラ：
￥800
1時間　指名あり　一般：￥1500　登録ドゥーラ：
￥1200

＜DSJ担当者＞
伊東清恵（ニューヨーク在住出産・産後ドゥ
ーラ、ヨガインストラクター、CHILDBIRTH
EDUCATOR。100件以上のお産に付き添って
いる）
薬師寺麻利子（東京在住　出張開業助産師と
して両親学級、新生児訪問、母乳育児支援を
行う。シアトルで出産ドゥーラとして30件以
上のお産に付き添う）
宇津澤紀子（ヒューストン在住ドゥーラ、マ
ッサージセラピスト。社会的弱者といわれる
人の出産支援をめざしている）



お問い合わせ：office@doulashipjapan.org

ツ・ナ・ガ・ル ドゥーラTime
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開始！継続中！プロジェクト

みなさんのお気持ちを大切に活動していきます。

どうぞご支援よろしくお願いします

バースプランにドゥーラを



「ドゥーラとお産をした体験募集」



出産ドゥーラに関する研究や事例を集めて
います。

ドゥーラとお産をした方、ドゥーラを受け
入れている医療施設などをご存知でしたら
アンケートやインタビューをお願いしたい
と思います。

DSJのウェブサイトからアクセスして下さ
い。
＞ホーム画面＞お知らせ

性暴力サバイバー翻訳書　精読会

※シップメイトの方へ：登録いただいたメールアドレスに変更がある場合はご連絡下さい。お知らせが届かな
い方がおり困っております。

日本フォレンジック看護学会の主催により、

「性暴力サバイバーが出産するとき」の精読会

が2023年1月より8月まで、毎月一回無料で開か
れます。参加希望の方は、学会ホームページ：

https://jafn.jp/　
からお申し込みください。

http://gmail.com/
https://www.facebook.com/doulashipJapan/
https://www.instagram.com/doulashipjapan/
https://www.doulashipjapan.com/
https://forms.gle/YERho5DbZ5eAX7VW9
https://www.doulashipjapan.org/events
https://jafn.jp/
https://jafn.jp/

